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大正、年（１９２１）７月別日、東京朝日、読売新聞等で、
石
原
純
と
原
阿
佐
緒
の
不
倫
事
件
が
報
道
さ
れ
た
。
「
妖
婦
」
原
阿
佐
緒
が
、
東
北
帝
国
大
学
物
理
学
教
授
石
原
純
を
誘
惑
し
、
恋
に
落
ち
た
純
が
大
学
へ
辞
表
を
出
す
に
至
っ
た
と
い
う
の
だ
。
後
年
の
阿
佐
緒
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
「
一
世
に
悪
名
を
と
ず
ろ
か
す
よ
う
な
」
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報道だった。
純
は
、
理
論
物
理
学
者
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
の
紹
介
者
と
し
て
知
ら
れ
、
家
庭
に
は
、
妻
と
五
人
の
子
ど
も
が
い
た
。
阿
佐
緒
は
、
華
や
か
な
美
貌
と
複
雑
な
性
格
が
も
た
ら
す
特
異
な
恋
愛
遍
歴
の
持
ち
主
で
、
二
度
の
離
婚
歴
が
あ
り
、
父
親
の
違
う
二
人
の
息
子
が
い
た
。
純
と
阿
佐
緒
は
と
も
に
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
属
す
る
歌
人
だ
っ
た
が
、
純
が
高
名
な
学
者
だ
っ
た
た
め
か
、
阿
佐
緒
は
誘
惑
者
と
し
て
一
方
的
に
誹
誇
中
傷
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
被
害
者
は
阿
佐
緒
だ
っ
た
。
純
は
、
今
で
い
う
ス
ト
ー
カ
ー
的
存
在
で
、
夜
中
に
突
然
阿
佐
緒
の
家
に
現
れ
た
り
、
自
殺
未
遂
を
し
た
り
し
て
、
執
勤
に
阿
佐
緒
を
追
っ
た
。
〈論文〉
石原純、原阿佐緒不倫事件と「アララギ」
ｌ
大
正
期
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
裏
面
史
三
そ
の
た
め
、
根
負
け
し
た
阿
佐
緒
は
、
や
む
な
く
求
愛
を
受
け
い
れ
た
ら
し
い
。
阿
佐
緒
は
、
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
で
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
追
わ
れ
た。事
件
は
、
当
事
者
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
内
部
の
人
間
関
係
や
、
歌
壇
全
体
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
こ
い
ず
み
ち
し
か
し
、
事
件
に
直
接
か
か
わ
っ
た
島
木
赤
彦
、
斎
藤
茂
士
口
、
古
泉
千
か
し
樫など「アララギ」の関係者たちは、事件や、事件が引きおこ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
表
だ
っ
て
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
人
間
関
係
や
、
個
人
的
な
名
誉
が
傷
つ
く
の
を
恐
れ
て
、
意
識
的
に
翰
晦
し
た
り
、
沈
黙
を
守
っ
た
り
し
た
。
そ
の
た
め
、
事
件
の
経
過
も
含
め
、
大
正
旧
年
４
月
（
１
９
２
４
）
創
刊の「日光』にいたる、大正後期の歌壇の情況が、誤解された
り
、
空
白
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
み
か
し
主
よ
し
こ
、
、
、
、
、
、
第一に、’一一ヶ島葭子は親友阿佐緒をかばったため赤彦から破
門
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
事
実
と
異
な
る
。
千
野
明
日
香
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石原純、原阿佐緒不倫事件と「アララギ」
こ
の
稿
で
は
、
ま
ず
、
三
ヶ
島
葭
子
と
事
件
の
か
か
わ
り
、
つ
ぎ
に
古
泉千樫と事件のかかわりを述べ、そのことを『発行所側』の動
向
と
関
係
づ
け
て
、
考
え
て
み
た
い
。
第二に、「日光』と事件のつながりである。「日光』は、北原
白
秋
を
は
じ
め
、
当
時
の
有
力
歌
人
が
結
集
し
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
か
ら
も
古
泉
千
樫
、
三
ヶ
島
葭
子
、
石
原
純
、
原
阿
佐
緒
、
釈
逼
空
（
折
口
信
夫
）
が参加したため、反「アララギ」の陣地とみなされた。千樫は、
「日光』に参加したことで「アララギ」を離れたとされている
が
、
実
際
は
、
こ
の
事
件
が
原
因
で
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
追
わ
れ
た
。
ま
た、この事件が、「日光』創刊を促す、かくれた要因であった
ことも見のがせない。
こ
れ
ら
一
連
の
で
き
ご
と
は
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
、
門
人
グ
ル
ー
プ
内す
ぎ
の世論と関係があった。当時、茂士ロと千樫の一一人に師事した杉
う
ら
す
い
こ
浦
翠
子
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
あ
っ
た
。
赤彦の門人グループである「発行所側」は、赤彦が、「アラ
フ
ギ
」
の
責
任
者
だ
っ
た
た
め
、
編
集
発
行
の
実
務
を
こ
な
す
立
場
に
「
大
体
そ
の
当
時
は
ア
ラ
ラ
ギ
の
中
で
も
、
お
の
お
の
師
事
す
る
人
が
違ってゐた。赤彦の弟子たちを『発行所側』と名づけ折口
信夫の弟子たちを「国學院側』と名づけ、その他『古泉側』
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
勿
論
発
行
所
側
が
一
番
多
数
で
あ
る
し
、
大
（注Ｉ）
変な勢力でもあった」。
三ヶ島葭子（明治四年（１８８６）ｌ昭和２年（１９２７））
は
、
家
庭
内
の
不
幸
を
背
景
と
し
た
、
内
省
的
な
短
歌
で
知
ら
れ
る
。
は
じ
め
与
謝
野
晶
子
に
師
事
し
た
が
、
阿
佐
緒
に
誘
わ
れ
て
、
大
正
５
年
（１９１６）、「アララギ」の島木赤彦門下に入った。
く
ら
か
た
か
ん
い
ち
葭子は、夫の倉片寛一とともに、大正３年（１９１４）から、
阿佐緒と家族ぐるみのつきあいをしていた。同じ「アララギ」
同
人
だ
っ
た
た
め
、
阿
佐
緒
と
純
の
双
方
の
相
談
に
の
る
形
で
、
ふ
た
り
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
。
葭子が、新聞報道後、「妖婦」呼ばわりされた阿佐緒をかば
せ
ん
め
い
うため、婦人雑誌「新家庭』、「婦人公論」に、「事実を閏明す」、
（注２）
「生けるもの、悲しみ」の一一文を発表し、そのために、島木赤
彦の怒りをかって「アララギ」を破門されたという友情「美談」
は
、
今
日
す
で
に
定
説
化
し
て
い
る
。
は
し
も
と
と
く
じ
ゅ
この「美談」は、橋本徳寿が、昭和昭年（１９４８）、つぎ
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
で
定
着
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
「委細を知ってゐる葭子は阿佐緒のために敢然と筆をとっ
た。それが大正十年五月号の（ママ）『婦人公論』に出た。
そ
れ
は
事
実
を
書
い
た
の
だ
が
、
博
士
に
有
利
な
文
章
で
は
な
か
っ
た。この執筆公表が師島木赤彦のいかりにふれて破門され、
（注３）
アーフーフギを退会させられてしまった」
１．｜｜｜ヶ島葭子と阿佐緒の友情
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筆
者
は
、
葭
子
と
阿
佐
緒
の
間
に
友
情
が
存
在
し
た
こ
と
を
疑
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
葭
子
の
発
表
し
た
文
章
が
、
阿
佐
緒
に
と
っ
て
有
利
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
後
年
、
阿
佐
緒
自
身
も
、
「
婦
人
公
論
に
葭
子
さ
ん
の
書
か
れ
た
、
石
原
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
真
相
は
、
石
原
側
の
関
係
者
た
ち
に
は
、
決
し
て
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
も
の
で
は
あ
っ
た
ら
う
。
だ
か
ら
、
赤
彦
先
生
の
忌
（注６）
諄に触れたことも解る」と書いている。
し
か
し
、
詳
細
に
読
む
と
、
葭
子
の
文
章
は
、
単
に
阿
佐
緒
を
弁
護
す
る
た
め
に
発
表
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
「
事
実
を
閲
明
す
」
の
冒
頭
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
始
ま
る
。
徳
寿
は
、
葭
子
の
夫
、
倉
片
寛
一
の
同
僚
で
、
葭
子
と
は
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
同
僚
の
妻
と
い
うだけで、「葭子とは歌のうの字も話合ったことがな」く、内
〈注４）
情
を
知
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
も
、
諸
家
は
み
な
徳
寿
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
秋
山
佐
和
子
は
、
葭
子
が
婦
人
雑
誌
に
文
章
を
発
表
し
た
動
機
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「こんど石原先生と原さんのことが諸新聞に発表されるやう
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
になってから、一」の事件の関係者として私も大分誤解を受
「葭子は、婦人雑誌からこの事件について文章を頼まれた時、
阿
佐
緒
を
世
間
か
ら
守
ら
ね
ば
、
と
い
う
一
心
で
承
諾
し
た
。
自
分
（注５）
が一一一一口わなくて誰が、という義侠、心も働いたであろう。」
葭子は、「誤解を受けている私」、つまり葭子自身のために事
実
を
「
閲
明
」
し
、
「
受
く
べ
き
も
の
は
受
け
返
す
べ
き
も
の
は
返
へ
し
たい」と言っているのだ。
こ
れ
を
す
な
お
に
読
め
ば
、
葭
子
の
目
的
は
、
自
分
自
身
が
受
け
た
「誤解」を解くためにあることになる。葭子が、「誤解」につい
て、「受くべきものは受け」と、自分にも非
がある、と
いう書
き
方
を
し
て
い
る
の
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
完
全
な
濡
れ
衣
で
あ
る
な
ら
、
断
固
否
定
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
葭
子
の
い
う
「
誤
解
」
と
（注７）
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「誤解」の内容については、むしろ、「生けるもの、悲しみ」
の
方
が
、
分
か
り
や
す
い
。
「原さんは去年（大正９年．１９２０）の秋上京した時から
こ
の
六
月
の
は
じ
め
郷
里
へ
帰
ら
れ
る
ま
で
大
方
私
の
と
こ
ろ
に
居
っ
た
の
で
す
か
ら
、
先
生
も
上
京
す
る
た
び
に
私
の
と
こ
ろ
へ
来
ら
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
私
が
原
さ
ん
と
石
原
先
生
を
と
り
も
つ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
たといふようなことを一一一口ふ人もあるさうですから、私はす
べ
て
を
闇
明
し
て
自
分
の
受
く
べ
き
も
の
は
受
け
た
い
と
恩
ひ
ま
し
た」。（傍点筆者）
、
、
、
、
、
、
、
、
けてゐるやうです。それといふの・刃ｂ事実の真相がわからず
に
ゐ
る
た
め
で
す
か
ら
出
来
る
だ
け
の
範
囲
で
事
実
を
閲
明
し
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
受
く
べ
き
も
の
は
受
け
た
く
返
す
べ
き
●
も
の
は
返
へ
し
た
い
と
思
ひ
ます。」（傍点筆者）
４
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葭
子
は
、純と阿佐緒を「とりもった」、つまり、ふたりを積
極
的
に
結
び
つ
け
た
と
い
う
「
誤
解
」
を
、
「
關
明
」
し
て
、
解
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
葭
子
の
い
う
こ
の
「
誤
解
」
は
、
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か
ら
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
葭
子
と
こ
の
事
件
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
葭
子
の
娘
、
（注８）
倉片みなみ編の「一二ヶ島葭子年譜」、小野勝美編「原阿佐緒年
｛注９）
〈注、）
（注ｕ）
譜」、村山磐編「石原純略年譜」、阿佐緒の自伝小説『黒い絵具
ｌささやかなる自伝に代えて」（以下、「黒い絵具』と略称）
な
ど
に
も
と
づ
き
、
考
え
て
み
た
い
。
大
正
８
年
４
月
（
１
９
１
９
）
、
長
男
千
秋
の
中
学
進
学
に
よ
り
、
阿
佐
緒
が
息
子
と
と
も
に
仙
台
に
出
て
、
借
家
住
ま
い
を
始
め
る
と
、
純
は
、
し
ば
し
ば
阿
佐
緒
の
も
と
を
訪
れ
る
。
し
か
し
、
阿
佐
緒
が
求
愛
を
受
け
阿
佐
緒
は
、
宮
城
県
黒
川
郡
宮
床
村
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
最
初
の
結
婚
に
破
れ
、
そ
の
後
婿
を
と
る
形
で
庄
子
勇
と
再
婚
し
た
（
大
正
８
年
７
月
（
１
９
１
９
）
に
離
婚
）
。
二
度
の
結
婚
で
、
千
秋
、
保
美
と
い
う
二
人
の
息
子
を
生
ん
で
い
る
。
阿
佐
緒
と
純
が
は
じ
め
て
顔
を
あ
わ
せ
た
の
は
、
大
正
６
年
Ⅲ
月
（
１
９
１
７
）
ら
し
い
。
阿
佐
緒
が
、
「
異
常
妊
娠
」
で
、
仙
台
の
東
北
帝
国
大学医科大学病院に入院中、同じ「アララギ」の関係者として、
東北帝国大学教授の純が見舞いに訪れたのが最初だった。
そ
の
後
、
純
は
阿
佐
緒
に
恋
愛
感
情
を
持
ち
、
｜
方
的
な
求
愛
を
繰
り
そ
の
後
、
純
は
阿
伜
か
え
す
よ
う
に
な
る
。
２
．
大
正
旧
年
の
新
聞
報
道
ま
で
倉
片
と
葭
子
が
、
純
の
気
持
ち
に
阿
佐
緒
を
添
わ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
すは、阿佐緒の自伝小説「黒い絵具」の中では、つぎのように
描
か
れ
る
。
純
が
上
京
、
葭
子
の
家
を
訪
れ
た
と
き
の
描
写
で
あ
る
。
い
れ
な
か
っ
た
た
め
、
大
正
９
年
３
月
（
１
９
２
０
）
に
は
、
自
殺
未
遂
を
し
た
と
い
う
。
大正９年皿月ｎ日（１９２０）、純の求愛からのがれるため、
は
や
き
か
き
く
し
阿
佐
緒
は
長
男
千
秋
を
文
学
上
の
友
人
早
坂
掬
紫
に
預
け
て
上
京
、
麻
布
谷
町
の
三
ヶ
島
葭
子
の
家
に
同
居
し
た
（
こ
の
同
居
は
、
翌
皿
年
５
月
初
めまで続いた）。
当
時
、
葭
子
の
夫
倉
片
寛
一
は
、
「
水
産
新
報
』
経
営
の
た
め
、
大
阪
に
長
期
出
張
中
で
、
東
京
大
阪
間
を
往
復
し
て
い
た
。
ふ
だ
ん
、
葭
子
は
ひ
と
り
暮
ら
し
だ
っ
た
た
め
、
阿
佐
緒
が
同
居
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
だ
が
、
阿
佐
緒
と
純
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
葭
子
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
で
相
談
に
の
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
葭
子
と
倉
片
は
、
純
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
気
の
進
ま
ぬ
阿
佐
緒
を
、
純
に
添
わ
せ
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
、
倉
片
自
身
が
、
阿
佐
緒
の
次
男
で
あ
る
原
保
美
の
夫
人
、
原
桃
子
に
語
っ
て
い
る
。
「
石
原
さ
ん
は
、
阿
佐
緒
さ
ん
が
自
分
の
と
こ
ろ
へ
来
て
く
れ
な
け
れ
ば
死
ぬ
と
言
っ
て
、
梁
に
帯
を
掛
け
て
、
首
を
吊
っ
て
一
度
は
息
が
絶
え
た
ん
で
す
よ
。
石
原
さ
ん
と
い
っ
た
ら
、
そ
の
こ
ろ
社
会
的
に
も
学
問
的
に
も
大
変
高
い
地
位
に
あ
っ
た
偉
い
人
だ
っ
た
か
ら
大
変
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
なことだと、葭子と僕とが阿佐緒さんに、ともかく石原さん
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〈
注
咀
）
のところに行くことを承知したらと一一一百つたこ（傍点筆者）
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こ
の
後
、
久
和
子
（
阿
佐
緒
）
は
、
島
よ
り
子
（
葭
子
）
夫
婦
に
、
原
田
（
純
）
と
ふ
た
り
き
り
で
取
り
の
こ
さ
れ
る
。
倉片と葭子の説得のもようは、「黒い絵具』の別の場面では、
も
っ
と
率
直
に
描
か
れ
て
い
る
。
（
文
中
の
小
山
は
当
時
の
阿
佐
緒
の
愛
ま
や
ま
こ
う
じ
人、真山孝治の仮←ｚ四）。
（文中の久和子は阿佐緒、島より子は三ヶ島葭子、賢一一は葭子
の
夫
倉
片
寛
一
の
仮
名
。
こ
の
と
き
、
倉
片
は
、
大
阪
か
ら
帰
宅
し
て
い
あ
き
ら
じ
ゆ
ん
あ
っ
し
る
。
原
田
阿
紀
良
は
石
原
純
の
仮
名
。
純
は
本
名
純
。
「
あ
き
ら
」
の
仮
名は「あっし」に似せている）。
「寅略）しかしな、真面目な話をしようよ。お前さん（阿佐
「島より子（葭子、倉片）夫婦が、突然の阿紀良（純）の来
訪
を
、
心
か
ら
喜
ん
で
い
る
よ
う
な
の
が
、
久
和
子
（
阿
佐
緒
）
に
は
何
か
不
安
な
気
が
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
だ
っ
た
。
賢
二
（
倉
片
）
は
こ
と
に
も
阿
紀
良
に
愛
想
よ
く
話
し
て
い
た
が
、
急
に
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、
『
原
田
先
生
（
純
）
、
ほ
ん
と
う
に
い
い
処
へ
い
ら
し
っ
て
下
す
っ
た
。
僕
も
久
し
ぶ
り
で
東
京
へ
帰
っ
た
の
で
、
今
日
は
夫
婦
で
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
処
が
あ
る
の
で
す
が
、
久
和
さ
ん
一
人
お
い
て
ゆ
く
の
も
可
哀
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
処
に
、
先
生
が
お
見
え
に
な
っ
た
の
は
何
よ
り
の
こ
と
で
す
な
。
す
み
ま
せ
ん
が
、
｜
つ
、
先
生
に
久
和
さ
ん
を
願
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
あ
、
よ
り
子
」
『
え
、
そ
う
お
願
い
出
来
れ
ば
ね
」
そ
う
言
っ
て
一
一
人
（葭子、倉片）は微笑ましい眼を見交わした。」
倉
片
と
葭
子
が
純
と
の
約
束
を
や
ぶ
り
、
京
都
に
行
こ
う
と
し
な
か
っ
た
阿佐緒を説得して、純のもとへ連れていった様子が伺える。こ
倉
片
自
身
が
阿
佐
緒
へ
の
説
得
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
小
説
と
は
い
え
『黒い絵具」の記述の多くが年譜の事項と一致することから、
少
な
く
と
も
葭
子
夫
婦
が
純
に
協
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
葭子夫婦という同情者を得て、純は勢いづいたにちがいない。
「
三
ヶ
島
葭
子
年
譜
」
に
よ
る
と
、
そ
の
年
の
四
月
、
、
「純は相対性原理講演のため京都帝国大学に招かれたが、追
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
行するはずであった阿佐緒が約些←」破ったため、純は大阪に
倉
片
を
訪
い
懇
請
し
た
。
倉
片
は
こ
れ
に
応
え
て
葭
子
に
対
し
阿
佐
緒
を
同
伴
す
べ
し
と
打
電
し
て
き
た
。
そ
こ
で
葭
子
は
阿
佐
緒
を
つ
（注旧〉
れて西下し、純、阿佐緒は一二本木の「信楽』に、自分は倉
片
の
寓
居
（
大
阪
市
北
区
梅
田
の
水
産
新
報
社
の
二
階
）
に
二
週
間
滞在する」（傍点筆者）とある。
緒
）
、
小
山
さ
ん
（
真
山
孝
治
）
の
ど
こ
が
そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
い…。え、原田先生（純）の方がいいじゃないか…。第一、
可
哀
そ
う
だ
よ
。
よ
り
子
（
葭
子
）
も
そ
う
言
っ
て
る
ぜ
。
ど
う
だ
い
、
｜
っ
が
ん
ば
っ
て
先
生
に
安
心
ざ
し
た
ら
…
う
ん
？
何
と
い
っ
た
っ
て
行
く
処
ま
で
ゆ
か
な
き
ゃ
解
決
つ
く
ま
い
よ
…
』
賢
二
（
倉
片）は床の中ではあるが、意外に真面目に言うので、久和
子（阿佐緒）もちょっと返答に困った。」
６
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京
都
旅
行
後
、
阿
佐
緒
は
軟
化
し
、
大
正
皿
年
２
月
末
に
、
純
と
三
ヶ
島
宅
で
同
棲
生
活
に
入
る
。
阿
佐
緒
は
、
「
や
が
て
、
私
を
追
っ
て
、
石
原
が
葭
子
さ
ん
の
家
に
来
（注脂）
た」と奎日いている。このふたりの同棲が、同年７月に、新聞で
報
道
さ
れ
る
起
因
と
な
っ
た
。
親
友
夫
妻
の
勧
め
を
拒
み
き
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
京
都
で
阿
佐
緒
は
折
れ
、
純
と
深
い
仲
に
な
る
。
そ
の
も
よ
》
７
を
、
橋
本
徳
寿
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
の
と
き
の
阿
佐
緒
の
様
子
は
、
葭
子
の
歌
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
不
倫
「
事
件
」
は
、
葭
子
夫
婦
の
、
純
へ
の
協
力
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
そ
の
夜
石
原
博
士
は
永
年
の
お
も
ひ
を
や
っ
と
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
が
終
わ
っ
て
か
ら
博
士
は
蒲
団
の
上
に
か
し
こ
ま
り
、
両
手をついて『どうも有難うございました」と阿佐緒にふか
く
お
辞
儀
を
し
た
。
（
そ
の
時
の
模
様
を
阿
佐
緒
は
葭
子
に
委
し
く
話
し
た
。
葭
子
か
ら
そ
れ
を
話
さ
れ
た
私
は
深
い
感
動
に
打
た
れ
（池川）
た。）
３
．
葭
子
の
破
門
停
車
場
に
向
ひ
て
急
ぐ
今
に
し
て
友
は
こ
こ
ろ
の
引
き
立
た
ぬ
ら
し
（「アララギ」大正皿年（１９２１）２月号）
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
葭
子
が
夫
と
と
も
に
、
気
の
す
す
ま
ぬ
阿
佐
緒
を
説
得
し
て
純
の
意
に
、
、
、
、
、
添わせた、というのは事実であり、その一）とが、「原さんと石
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
原先生をとりもった」と、「誤解」されたわけである。葭子が、
「事実を關明す」の中で「受くべきものは受け」と、半分「誤
解
」
を
認
め
る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
。
しかし、葭子は、「返すべきものは返へした
い」と
も書いて
いる。葭子は、何を「返へし」たかつたのだろうか。
「とりもった」という嫌疑についてだろう。この「とりもっ
た」という言葉は、阿佐緒が自分から純を誘惑しようとして、
葭
子
に
協
力
さ
せ
、
世
間
知
ら
ず
の
純
を
と
ら
え
た
、
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
な
ら
、
葭
子
は
、
二
人
を
と
り
も
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
当時の「アララギ」関係者たちは、純に責任は無い、と考え
て
い
た
よ
う
だ
。
なぜなら、新聞報道後、阿佐緒は「アララギ」から追われる
が
、
純
は
追
わ
れ
て
い
な
い
。
赤
彦
は
純
に
、
今
後
も
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
歌
を
寄
せ
る
よ
う
に
勧
め
る
手
紙
を
出
し
て
い
る
し
、
翌
年
の
大
正
ｎ
年
ひ
ら
ふ
く
ひ
や
く
す
い
（１９２１）５月には、「アララギ叢書」Ⅲ編として、平福百穂
あ
い
じ
つ
装丁で、純の歌集「譲日』が出されている。「アーフラギ」には
こ
の
歌
集
の
広
告
も
載
せ
ら
れ
、
純
に
対
す
る
態
度
の
変
化
は
感
じ
ら
れ
ない。純に
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
非
難
で
は
な
く
、
同
情
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
情
況
は
、
歌
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
村
憲
吉
は
「
大
き
道
に
あ
り
け
る
人
の
今
に
し
て
恋
の
ま
ど
ひ
に
遇
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ひ
に
け
る
か
も
」
「
珠
の
ご
と
人
を
惜
し
み
て
云
ふ
友
の
面
に
か
な
し
き
（注肥）
憤りあり」と詠んでいる。純は、「大き道にある」「珠のごとき
人」として惜しまれていたのだ。
男
尊
女
卑
の
価
値
観
が
強
か
っ
た
時
代
、
新
聞
報
道
を
読
ん
だ
だ
け
の
一般人が阿佐緒を「妖婦」だと考えたのはある意味で理解でき
る
。
し
か
し
、
事
情
を
知
る
立
場
に
あ
り
、
当
時
の
知
識
人
で
も
あ
っ
た
「アララギ」関係者の判断も、｜般の人々と変わりがなかった。
赤彦、茂吉など「アララギ」関係者は、純が葭子の家に泊ま
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
日
参
し
て
純
に
忠
告
し
た
。
し
か
し
、
純
は
聞
き
い
れ
な
か
っ
た
。
葭
子
と
倉
片
は
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
関
係
者
た
ち
の
眼
に
、
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
だ
ろ
う
か
。
茂
吉
門
下
の
杉
浦
翠
子
は
、
石
原
純
、
原
阿
佐
緒
の
恋
愛
事
件
を
モ
デ
か
な
（注Ⅳ）
ル
に
し
て
「
創
作
ｌ
愛
し
き
歌
人
の
群
」
を
書
い
た
が
、
小
説
中
で
、
房
代
（
阿
佐
緒
の
仮
名
）
た
ち
は
、
敏
子
（
葭
子
の
仮
名
）
の
家
を
「
隠
れ
家
」
に
し
て
、
泊
ま
り
こ
ん
で
い
る
と
書
い
て
い
る
。
純
が
、
葭
子
の
家
に
押
し
か
け
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
が
、
葭
子
は
、
ふ
た
り
に
、
積極的に「隠れ家」を提供した、と考えられていたようだ。
「アララギ」関係者たちは、阿佐緒と別れようとしない純に
困
惑
し
、
葭
子
に
怒
り
を
感
じ
て
い
た
ら
し
い
。
斎
藤
茂
吉
は
、
中
村
憲
吉
に
宛
て
た
手
紙
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
（
略
）
理
博
士
が
入
院
中
麻
布
の
□
□
□
（
削
除
・
三
ヶ
島
）
の
処
へ
や
っ
た
手
紙
二
通
を
借
り
て
ゐ
た
の
を
は
じ
め
て
昨
夜
読
ん
だ
。
借
り
た
の
は
一
ヶ
月
前
だ
が
、
何
だ
か
恐
ろ
し
い
も
の
、
き
た
な
い
茂吉の、「恐ろしいもの、きたないものでものぞくやうで」、
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
葭
子
と
阿
佐
緒
た
ち
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
に
じ
ん
（注四〉
でいる。
阿
佐
緒
は
悪
者
で
あ
り
、
葭
子
は
、
阿
佐
緒
と
純
と
の
間
を
「
と
り
もった」うえ、「隠れ家」を提供した人物として、憲吉のいう、
「かなしき憤り」の矢面に立たされたとみられる。
葭
子
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
事
態
だ
っ
た
に
ち
が
い
ない。大正９年（１９２０）Ⅵ月ｎ日の、阿佐緒の上京にしても、
葭
子
は
、
「
七
日
か
十
日
気
晴
ら
し
の
た
め
に
来
る
の
だ
ら
う
と
思
っ
て
いた」のに、阿佐緒が、「本から鏡台から一切持ってきたのに
びっくり」（「事実を閏明す」）したと書いている。
葭
子
夫
婦
は
、
純
が
、
一
度
自
殺
未
遂
を
し
た
こ
と
で
、
本
当
に
自
殺
し
て
し
ま
う
の
を
恐
れ
、
阿
佐
緒
と
純
の
双
方
の
相
談
に
の
る
う
ち
、
問
題
に
巻
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
葭子が「事実を閏明す」「生けるもの、悲しみ」で書きた
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
へ
の
釈
明
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
葭
子
は
、
阿
佐
緒
が
純
の
執
勧
な
求
愛
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
も
の
で
も
の
ぞ
く
や
う
で
、
今
ま
で
う
っ
ち
ゃ
っ
て
ゐ
た
の
だ
。
ゆ
う
べ
一
人
で
し
み
じ
み
読
ん
で
、
理
博
士
が
赤
彦
の
意
見
に
反
感
し
う
つ
た
て、それを□□□（削除・’二ヶ島）に瀬いている（略）そ
の
文
章
を
読
ん
で
、
友
情
の
如
何
に
果
敢
無
き
も
の
な
る
か
を
見
、
愁然として涙が湧いた。（略と（大正ｎ年５月旧日）（注、
〈注旧）
理博士は純のこと。）
８
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反
面
、
葭
子
は
、
阿
佐
緒
を
連
れ
て
京
都
へ
行
っ
た
い
き
さ
つ
は
一
切
書
い
て
い
な
い
。
「
と
り
も
っ
た
」
と
い
う
嫌
疑
は
濡
れ
衣
に
し
て
も
、
純
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
阿
佐
緒
の
気
持
ち
を
押
さ
え
つ
け
た
と
い
う
点
は
事
実
な
の
で
、
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
言
た
い
き
さ
つ
と
、
阿
佐
緒
の
愛
人
の
存
在
を
述
べ
、
阿
佐
緒
が
一
方
的
に
非難される不合理を主張した。これは、親友のためでもあるが、
む
し
ろ
、
二
人
を
と
り
も
っ
た
と
さ
れ
る
自
分
を
弁
護
す
る
た
め
だ
っ
た。は事
実
な
の
で
、
書
く
こ
Ｌ
い訳のことばがめだつ。
「
私
は
原
さ
ん
と
一
し
よ
に
ゐ
る
や
う
に
な
っ
て
か
ら
は
朝
夕
の
食
事
の
こ
と
な
ど
に
心
を
囚
は
れ
て
し
ま
っ
て
原
さ
ん
の
心
の
煩
悶
に
つ
い
て
考
へ
さ
せ
て
い
た
や
く
ほ
ど
の
余
裕
も
無
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
さ
う
い
ふ
目
前
の
こ
と
に
ば
か
り
心
を
支
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
自
分
の
弱
点
か
ら
ど
う
し
て
も
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
に
、
何
で
も
い
い
か
ら
早
く
原
さ
ん
の
生
活
に
き
ま
り
が
つ
い
て
自
分
は
自
分
、
原
さ
ん
は
原
さ
ん
で
生
活
し
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
恩
ふ
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
原
さ
ん
を
特
別
に
悪
い
女
の
や
う
に
言
ひ
た
て
て
学
者
と
し
て
世
間
馴
れ
な
い
先
生
が
そ
れ
に
誘
惑
さ
れ
る
の
は
当
然
な
こ
と
だ
と
言
は
ぬ
ば
か
り
に
先
生
の
恋
を
全
然
過
失
視
し
、
先
生
を
あ
り
来
た
り
の
学
者
型
に
押
し
込
め
、
先
生
に
対
し
、
無
理
な
弁
護
を
し
よ
う
と
す
る」（「事実を閲明すこ
歌
稿
を
返
送
す
る
と
い
う
内
容
だ
が
、
こ
れ
は
現
実
に
は
破
門
を
意
味
した。葭子は、赤彦へｎ月、日付けで返事の手紙を出している。こ
の
手
紙
は
、
こ
れ
ま
で
、
権
力
者
に
対
し
て
も
、
「
毅
然
と
し
た
、
言
う
（注加）
べきことをきちんとい、７」葭子の名文といわれてきたが、実
際
に
は
、
葭
子
が
、
赤
彦
に
対
し
て
非
を
認
め
た
手
紙
で
あ
ろ
う
。
素
封
家
の
ひ
と
り
娘
だ
っ
た
阿
佐
緒
は
、
家
事
が
不
得
手
だ
っ
た
と
い
う
。
病
身
の
葭
子
は
、
食
事
の
世
話
な
ど
、
純
と
阿
佐
緒
と
の
同
居
生
活
に
疲
れ
は
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
葭
子
は
、
師
赤
彦
か
ら
犬
正
田
年
（
１
９
２
１
）
９
月
旧
日
付
け
の
手
紙を受けとる。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
私
が
近
頃
友
人
原
阿
佐
緒
さ
ま
と
近
し
く
し
な
が
ら
真
実
を
尽
く
さ
、
、
、
、
、
、
な
か
っ
た
こ
と
．
な
ど
が
先
生
の
御
心
を
傷
け
た
原
因
か
と
お
察
し
由
‐
「
（
略
）
御
歌
近
頃
よ
り
小
生
拝
見
し
て
よ
き
か
如
何
か
と
恩
ひ
居
り
今
日
に
て
は
ど
う
も
責
任
を
以
て
拝
見
の
勇
気
出
で
ず
此
儀
甚
如
何
か
と
存
じ
候
へ
ば
当
分
小
生
拝
見
の
責
を
御
免
除
下
さ
れ
度
（
略
と
う
つ
し
世
は
か
な
し
か
り
と
も
し
ま
ら
く
は
こ
の
な
れ
よ
り
命
つ
が
ま
し
を
と
い
ふ
や
う
な
至
純
な
心
で
私
も
（
マ
マ
）
頼
っ
て
来
ら
れ
た
原
さ
ん
に
対
し
て
私
の
心
は
あ
ま
り
冷
酷
で
し
た
。
」
（
「
事
実
を
關
明
すこ
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「
ア
ラ
ラ
ギ
」
内
部
で
、
ひ
と
り
葭
子
と
阿
佐
緒
の
味
方
と
な
っ
た
の
が、古泉干樫である。
千樫は、大正２年（１９１３）、師の伊藤左千夫死後、「アラ
ラ
ギ
」
の
編
集
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
る
幹
部
同
人
だ
っ
た
。
こ
の
千
樫
も
、
不
倫
事
件
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
追
わ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
。
千
樫
は
か
っ
て
阿
佐
緒
と
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
純
と
の
問
題
で
、
阿
佐
緒
に
同
情
的
な
立
場
を
と
っ
た
。
大
正
９
年
６
月
ｎ
日
（
１
９
２
０
）
付
け
の
手
紙
で
、
千
樫
は
純
と
の
問
題
で
悩
む
阿
佐
緒
に
、
助
力
を
申
し
出
て
お
り
、
「
お
互
に
も
し
出
来
る
な
ら
本
当
に
心
の
相
談
が
出
来
る
よ
う
な
力
に
な
り
得
る
よ
う
な
友
人
（注、）
になりたいと田心ひます」と書いている。
そ
の
後
、
千
樫
は
、
葭
子
の
家
を
し
ば
し
ば
訪
れ
、
相
談
に
の
っ
た
。
か
っ
て
阿
佐
緒
の
恋
人
で
あ
っ
た
千
樫
が
、
純
と
の
問
題
に
か
か
わ
り
あ
っ
た
こ
と
は
、
他
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
関
係
者
の
疑
念
と
不
信
を
引
き
お
「
真
実
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
い
方
は
、
純
を
た
て
て
、
阿
佐
緒
の
気
持
ち
を
尊
重
し
な
か
っ
た
京
都
行
き
の
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
這う。
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
そ
れ
で
し
た
ら
全
く
私
の
至
ら
な
か
っ
た
た
め
で
し
て
先
生
に
一
方
な
ら
ぬ
御
心
配
を
お
か
け
申
し
た
こ
と
を
今
更
何
と
も
申
わ
け
な
く
存
じ
て
を
り
ま
す
」
（
傍
点
筆
者
）
４
．
古
泉
干
樫
と
葭
子
こ
し
た
。
茂
吉
か
ら
純
に
宛
て
た
手
紙
に
、
「
大
兄
の
一
挙
一
動
は
阿
佐
緒
さ
ん
を
通
じ
て
古
泉
君
の
方
に
通
信
さ
れ
あ
り
へ
何
の
た
め
の
通
信
か
、
小
生
らはそれを古泉君の口より聞くことを欲せず」（大正Ⅵ年８月
（注犯）
１日（１９２１）付け）とある。
、
、
、
また、赤彦から平福百穂に宛てた手紙には、千樫は「とに角
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一一一ヶ島の一一一口ふ所とそっくり同じことを一一一一口ってるので始末になら
、
、
、
、
、
、
ず仕方なく候」（傍点筆者）（大正皿年３月酪日（１９２１）付
け）、とか、「斯くの如き人（千樫を指す）と交際する恐ろしさ
を痛感致し居り候」（大正皿年４月別日（１９２１）付け）な
（注型
ど
と
あ
る
。
大
正
ｎ
年
（
１
９
２
３
）
、
千
樫
は
、
国
學
院
大
學
で
宿
直
を
し
て
い
た
釈
逼
空
を
訪
れ
、
純
と
阿
佐
緒
の
問
題
か
ら
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
打
ち
あ
け
て
い
る
。
葭子は、純と阿佐緒を「とりもった」、千樫は、「とりなした」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
発
行
所
側
」
が
葭
子
と
千
樫
に
か
け
「あららぎにおいて、石原さんはもとより、この女性（阿佐
緒
を
指
す
）
に
も
心
安
か
っ
た
の
は
千
樫
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
千
樫
が
両
者
の
間
を
と
り
な
し
た
と
い
ふ
や
う
な
考
へ
方
が
出
て
来
て
、
あ
ら
、
ぎ
同
人
で
、
又
先
輩
で
あ
っ
た
人
の
生
活
を
、
良
い
方
か
ら
、
俄に踵を廻らすやうな状態に立ち到らしたといふ風に解釈
さ
れ
て
、
こ
の
断
ち
難
い
関
係
を
持
っ
た
石
原
・
古
泉
両
氏
が
あ
ら、ぎを去って行った。」（傍点筆麓
０
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赤
彦
は
「
鍛
錬
道
」
を
提
唱
し
、
作
者
の
生
き
方
の
倫
理
性
が
作
品
評
価の場に持ち込まれる傾向があった。葭子の相談相手となり、
赤
彦
と
対
立
し
た
千
樫
が
、
人
格
面
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
高
田
浪
吉
は
、
木
曽
馬
吉
（
藤
沢
古
実
）
、
竹
尾
忠
吉
と
並
ぶ
赤
彦
門
下「三吉」のひとりで、「発行所側」の代表的人物だった。
杏
村
に
よ
る
と
、
千
樫
は
、
そ
の
晩
、
か
つ
て
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
酩
酊
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
葭
子
も
破
門
さ
れ
る
前
は
同
じ
よ
う
な
た
嫌
疑
は
、
同
じ
内
容
だ
っ
た
の
だ
。
千樫が「アララギ」から離れた原因について、田中順一一は、
赤
彦
の
師
弟
勢
力
と
千
樫
の
あ
つ
れ
き
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
千
樫
が
、
不
倫
事
件
の
画
策
者
と
い
う
濡
れ
衣
を
き
せ
ら
れ
、
非
難
さ
れ
た
、
と
釈
（注弱）
逼
元
エ
に
打
ち
あ
け
た
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
当時「アララギ」で千樫の門人だった鈴木杏村も、こういう
内
輪
の
事
情
は
聞
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
は
っ
き
り
し
た
事
情
を
知
ら
な
い
」
と
い
う
。
だ
が
、
杏
村
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
多
数
派
、
い
わ
ゆ
る
「発行所側』の空気について、書き残している。
「僕は千樫に伴われて七月三十日（大正ｎ年（１９２２））、
亀
戸
の
普
門
院
に
あ
っ
た
「
左
千
夫
忌
歌
会
』
に
出
席
し
た
。
赤
彦
の
門
下
の
人
達
が
大
へ
ん
幅
を
利
か
せ
、
千
樫
の
歌
が
そ
の
席
上
で
高
田
浪
吉
か
ら
、
ひ
ど
く
叩
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
浪
吉
の
口
吻
に
は
た
だ
作
品
に
対
す
る
非
難
ば
か
り
で
な
く
、
千
樫
の
人
間
へ
の
攻
撃
（注妬）
がふくまれていたような気がした」。
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
「三ヶ島葭子年譜」によると、大正皿年（１９２１）「この問
題
に
関
し
斎
藤
茂
吉
は
梢
寛
容
な
態
度
を
と
り
、
古
泉
千
樫
は
最
も
同
情
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
転
じ
て
千
樫
の
門
に
入
っ
た
」
と
あ
る
。
現
実
は
、
そ
の
よ
う
な
穏
や
か
な
情
況
で
は
な
く
、
茂
吉
の
見
方
が
他
の
同
人
と
大
差
な
か
っ
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
葭
子
が
千
樫
門
下
に
入
っ
た
の
は
、
個
人
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
、
千
樫
と
葭
子
が
、
「アララギ」に居場所を失いつつも、同志的に結びついてゆく
ひ
と
つ
の
過
程
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
阿
佐
緒
と
千
樫
の
関
係
、
大
正
旧
年
（
１
９
２
４
）
の
『
日
光
』
創
刊
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
次
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。
（注１）杉浦翠子「純愛三十年斎藤茂吉の手紙」折口書店．１９
５
４
年
４
月
９
日
（注２）「事実を關明す」は、婦人雑誌『新家庭』（第６巻９号・
大正、年９月１且の特集、「石原博士の恋愛問題」のな
かの一文。また、「生けるもの、悲しみ」は、「婦人公論」
（第６年第ｎ号・大正ｎ年９月）の特集「石原博士と原阿
佐
緒
女
史
学
者
の
詩
・
詩
人
の
恋
」
の
な
か
の
一
文
。
（注３）「三ヶ島葭子歌集」（創元社．１９４８年７月筋日）「解説」
橋
本
徳
寿
（注４）『古泉千樫とその歌』三省堂・１９３９年ｎ月ｎ日
（注５）『歌ひつくさば許されむかもｌ歌人三ヶ島葭子の生涯」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
・
２
０
０
２
年
８
月
８
日
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（注６）『短歌研究」（ｎ巻８号．１９５４年８月１且、原阿佐緒
「回想の三ヶ島葭子」
（
注
７
）
二
文
は
、
同
じ
事
件
に
つ
い
て
、
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
文
章
な
の
で
、
付
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
葭
子
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
が
浮かびあがってくる。「誤解」について、「事実を閏明す」
で
は
、
「
け
れ
ど
何
の
資
力
も
な
い
私
に
は
原
さ
ん
の
心
と
し
て
（
マ
マ
）
左
右
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
さ
ん
こ
そ
さ
ん
ざ
苦
し
ん
で
ゐ
る
の
だ
か
ら
と
私
は
原
さ
ん
の
心
の
動
く
ま
ま
に
傍
観
し
て
ゐ
る
よ
り
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
私
は
非
常
に
気
の
小
さ
い
人
間
で
し
た
か
ら
原
さ
ん
に
対
し
て
も
、
又
原
さ
ん
を
訪
ね
て
来
る
人
の
誰
に
対
し
て
も
、
そ
の
場
に
於
て
先
方
の
心
を
反
ら
す
ま
い
と
す
る
こ
と
に
の
み
心
を
奪
は
れ
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
点
で
意
外
の
誤
解
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
、
恩
ひ
ますがどうもよんどころありません。」という形で出てく
る。「誤解」が何を指すかは分かりにくいが、「その場に
於
て
先
方
の
心
を
反
ら
す
ま
い
と
す
る
」
と
い
う
の
は
、
石
原
純
の
気
持
ち
を
尊
重
し
た
、
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
（注８）倉片みなみ編『定本三ヶ島葭子全歌集」短歌新聞社・１
９９３年３月妬日。葭子の日記（「三ヶ島葭子日記上・下』
至
芸
出
版
・
１
９
８
１
年
４
月
咀
旦
も
倉
片
み
な
み
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
、
大
正
９
年
６
月
８
日
以
降
は
失
わ
れ
て
お
り
、
大
正
四
年
７
月
の
新
聞
報
道
へ
至
る
、
葭
子
と
倉
片
の
心
の
動
き
や
行
動
の
、
核
心
的
な
部
分
は
伺
う
こ
と
ができない。
一往９）「涙痕ｌ原阿佐緒の生涯」至芸出版ｉ９９５年６月旧
日
（注皿）『石原純と原阿佐緒ｌ恋の顛末」（耕風社ｉ９９７年
６
月
筋
日
）
．
和
田
耕
作
『
石
原
純
Ｉ
科
学
と
短
歌
の
人
生
」
（ＰＨＮ・２００３年８月１日）に、「石原純自筆年譜」
があるが、純は葭子との関係にはふれていない。
（注Ⅱ）１９２７年１月からｎ月までｎ回にわたり「婦人公論』
に
連
載
。
１
９
９
７
年
８
月
ｎ
日
、
同
名
書
が
耕
風
社
よ
り
「
み
やぎ文学館シリーズ」の一冊として出された。
（注皿）『生誕百年記念原阿佐緒』（原阿佐緒記念館．１９８８年
ｎ月弱日初版、１９９６年Ⅱ月刈日３刷）。『黒い絵具」
の
中
で
は
、
純
は
、
首
を
吊
っ
た
の
で
は
な
く
、
腰
ひ
も
で
自
分
の
首
を
し
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
（注Ⅲ）『信楽』は、京都市内鴨川沿いの旅館。
（注Ⅲ）『短歌研究』（肥巻９号．１９７１年９月）、橋本徳寿「あ
の
こ
ろ
そ
の
こ
ろ
５
」
（注阻）注６前掲書
（注旧）『しがらみ』「アララギ叢書旧」（岩波書店・１９２４年７
月）、大正皿年「人を惜しむ」
（注Ⅳ）福永書店・１９２７年
（注旧）『斎藤茂吉全集羽」「書簡（１）９０７」岩波書店・１９
７
４
年
、
月
田
日
（注旧）「三ヶ島葭子年譜」では、「この問題に関し斎藤茂吉は梢
寛
容
な
態
度
を
と
り
」
と
あ
る
が
、
茂
吉
の
嫌
悪
感
は
実
は
大
変
強
く
、
そ
の
こ
と
が
他
の
同
人
に
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
る
。
茂
吉
は
、
阿
佐
緒
を
ひ
き
あ
い
に
「
女
の
恐
ろ
し
さ
」
に
つ
いて、終生、次男の北杜夫に語ったという。（『青年茂吉」
岩波書店・１９９１年６月〃且
（注別）注５前掲書
（注Ⅲ）橋本徳寿『アララギ交遊編年考３』至芸出版社・１９８
1２
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（注杢
（注型「折口信夫全集加巻歌論歌話篇２』中公文庫・１９７６年
（
注
空
注
咀
前
掲
書
（注翌「赤彦全集。
（油圧妬）
田中順二「古泉千樫とアララギ」（『同志社女子大学学術
研究年報』昭和記年度ｉ９６１年皿月加旦は、千樫が
「アララギ」を離れた理由について取りあげた論文である。
注６「回想の三ヶ島葭子」で、阿佐緒は、葭子の破門につ
いて「私は古泉先生から、「ありやあね、赤彦が、｜緒に
は
い
っ
た
友
達
の
不
幸
を
知
ら
ぬ
顔
に
、
っ
や
け
て
ア
ラ
ラ
ギ
ヘ
発表するなんて、僕は、きらひなんだＩと云ふんだよｌ』
と
聞
い
て
私
は
あ
ら
た
め
て
驚
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。
赤
彦
は
、
葭
子
が
純
と
阿
佐
緒
を
近
づ
け
た
か
ら
破
門
し
た
わ
け
だ
が
、
千
樫に対しては、破門の理由を稻晦したことが分かる。この事
件について、赤彦は、相手によって言うことを変えている。
『古泉千樫聞書附千樫日記』短歌新聞社・１９７４年５月
旧
日
。
文
中
に
「
弟
子
入
り
し
て
か
ら
五
年
間
」
と
あ
る
。
鈴
木
杏村の入門は大正６年。「アララギ」（大正ｎ年９月１日
発
行
）
で
左
千
夫
忌
歌
会
の
歌
を
見
る
と
、
岡
麓
以
外
は
す
べ
て
赤彦風の叙景歌で、千樫の歌だけが異色である。「まづし
さ
に
堪
ふ
る
こ
こ
ろ
も
吾
に
な
く
た
だ
に
な
ま
け
て
年
す
ぎ
に
け
り
」
。
歌
の
弱
々
し
さ
か
ら
み
て
、
千
樫
は
こ
の
当
時
精
神
的
に
相
り」。歌の弱々しさからみて、千樫
当追いつめられていたと思われる。
６月ｎ日所収「自歌自註」
田
中
順
二
「
古
泉
千
樫
と
ア
研
究
年
報
」
昭
和
妬
年
度
ｉ
６９年四月別日再版
『赤彦全集８』岩波書店・１９３０年皿月旧日初版・１９
４年皿月朋日
（せんのあすか．文学部教授）
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